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た、教員も恩恵を受けた。今後も ASEAN での活動に期待し、積極的に協力したい。 
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うコメントが出された。BALAC コースの学生はタイで 1 年日本語のクラスに通ったが、
日本人とのコミュニケーションがなかったので、学習目標が不明確だった学生が多かった。
しかし、短期留学の後で、日本語をさらに身に付けたくて、終了までの 3 年後の間で日本
語能力試験 N3 を合格したいとまで目標を立てた学生もいた。当時、BALAC コースでは、
学生があまり熱心に日本語を学習しないという問題があったが、早稲田の SEND プログラ
ムに参加した後、2 年生になってから日本語の学習意欲がさらに高くなった。2013 年後に、









2013 年～2015 年の BALAC の学生 
3.2 早稲田大学からチュラーロンコーン大学へ 
8 月の第 4 週から 9 月の第 2 週にかけて約 17 日間、早稲田大学の日本語教育研究科の
大学院生及び学部学生がチュラーロンコーン大学を訪れた。2012 年には、バンコクの治安
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は大学レベルの協定が望ましい。また、早稲田大学の Digital Campus Consortium のよ
うなプログラムも日本語教育の分野で積極的に協力したい。 
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